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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
25
‐
１
１
５
５

セ
ル
デ
ィ
臨
時
休
館

　

館
内
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、

セ
ル
デ
ィ
は
次
の
日
程
で
休
館
し

ま
す
。

休
館
日　
1
月
29
日
㈪

※
当
日
は
、
セ
ル
デ
ィ
館
内
す
べ

て
の
施
設
（
児
玉
中
央
公
民
館
・

児
玉
文
化
会
館
・
図
書
館
児
玉
分

館
及
び
図
書
館
返
却
ポ
ス
ト
）
及

び
駐
車
場
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

★
セ
ル
デ
ィ
☎
72
‐
８
８
５
１

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当

支
給
制
度
の
お
知
ら
せ

　
重
度
の
障
害
が
あ
る
在
宅
の
方

に
、手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

支
給
額　
５
０
０
０
円
（
月
額
）

対�

象　
市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

•
�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
所
持
者

•
�

療
育
手
帳
Ⓐ
ま
た
は
Ａ
所
持
者

•
�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
所
持
者

•
�

超
重
症
心
身
障
害
児
（
20
歳
未

満
）
と
認
め
ら
れ
た
方

※
前
年
の
所
得
に
よ
り
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
方
は
、
一
年
間

支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

支�

給
制
限　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
は
対
象
外

•��

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

•�

65
歳
以
上
で
新
た
に
障
害
者
手

帳
を
取
得
し
た
方

•�

特
別
障
害
者
手
当
ま
た
は
障
害
児

福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

（
超
重
症
心
身
障
害
児
は
除
く
）

※
詳
し
く
は
、
左
記
へ
。

★�

障
害
福
祉
課
☎
25
‐
１
１
２

５
・

23
‐
１
９
６
３

空
き
家
を
狙
っ
た
侵
入
窃
盗

に
ご
注
意
を

　
市
内
で
空
き
家
を
狙
っ
た
侵
入

窃
盗
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
居
住

者
（
守
り
手
）
が
い
な
い
空
き
家
は
、

泥
棒
に
狙
わ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

適
正
に
空
き
家
を
維
持
・
管
理
し

て
被
害
防
止
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
空
き
家
を
管
理
す
る
と
き
は
》

•�

雑
草
の
こ
ま
め
な
除
去

•�

郵
便
物
の
こ
ま
め
な
回
収

•�

窓
等
の
確
実
な
施
錠

•�

防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
補
助
錠
の
使
用

•�

空
き
家
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

※
空
き
家
管
理
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
危
機
管
理
課
☎
25
‐
１
１
８
４

〈
広
告
〉

女性スタッフもいるから安心

生前整理・遺品整理・不用品回収

株式会社 羽賀商店 埼玉県本庄市栄3丁目1-25

一般廃棄物収集運搬業許可業者（対応地域：美里町・伊勢崎市）
（一都六県）産業廃棄物収集運搬業許可業者

0495-21-3477

見積
無料 リユース・リサイクル品

＼あればお値引き可！／
ドライバー
正社員募集
ドライバー
正社員募集
詳しくは
お問い合わせください

〈
広
告
〉

本
庄
市
空
き
家
等
管
理
サ
ー

ビ
ス
の
登
録
事
業
者
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
空
き
家
等
の
適
切
な

管
理
を
支
援
す
る
た
め
、
空
き
家

等
の
管
理
に
お
困
り
の
所
有
者
の

方
へ
市
に
登
録
さ
れ
た
空
き
家
等

管
理
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

※
市
が
特
定
の
事
業
者
を
斡
旋
・

指
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
登
録
を
希
望
す
る
市
内

の
空
き
家
等
管
理
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
空
き
家
等
管
理
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
の
一
覧
や
登
録
方
法
等
、
詳
し

く
は
市

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
都
市
計
画
課
☎
25
‐
１
１
３
６

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

の
補
助
制
度

　
市
で
は
、
小
規
模
事
業
者
の
育

成
と
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
増
進

の
た
め
、
事
業
者
が
支
出
す
る
退

職
金
共
済
掛
金
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

補�

助
対
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
事
業
者

•�

常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
お
お

む
ね
20
名
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
は
５
名
）
以
下
の
事
業
者

•�

中
小
企
業
退
職
金
共
済
契
約
ま

た
は
特
定
退
職
金
共
済
契
約
を

し
て
い
る
事
業
者

•�

市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
１
年

以
上
の
事
業
実
績
を
持
ち
、
市

税
を
完
納
し
て
い
る
事
業
者

•�

こ
れ
ま
で
に
補
助
制
度
を
利
用

し
た
こ
と
の
な
い
事
業
者

期
間　
３
年
間

補�

助
額　
共
済
加
入
従
業
員
１
名

に
つ
き
上
限
２
４
０
０
円
（
年

額
）

申�

込　
１
月
31
日
㈬
ま
で
に
電
話

ま
た
は
直
接
左
記
へ

※
必
要
書
類
等
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
商
工
観
光
課
☎
25
‐
１
１
７
５

市
役
所
の
人
事
異
動

12
月
１
日
付
け　
採
用

▽�

秋
山　
寛
行
（
教
育
委
員
会
文

化
財
保
護
課
）

★
行
政
管
理
課
☎
25
‐
１
１
６
０

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
公
共
空
間
利

活
用
実
証
実
験
）
を
開
催

　
飲
食
店
等
を
支
援
す
る
だ
け
で

な
く
、日
常
に
「
楽
し
み
」
や
「
豊

か
さ
」
を
提
供
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催
し
ま
す
。

　
出
店
者
等
、
詳
し
く
は
市

で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日�

時　
１
月
24
日
㈬　
午
後
５
時

～
８
時

会�

場　
市
役
所
広
場
（
正
面
玄
関

前
）

★
商
工
観
光
課
☎
25
‐
１
１
７
５

巡
回
聴
覚
障
害
者
相
談

日�

時　
１
月
24
日
㈬　
午
前
10
時

～
正
午

会�

場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
３
階
活

動
室
Ｆ
・
Ｇ

対�

象　
聴
覚
障
害
者
ま
た
は
聴
覚

障
害
者
と
関
わ
り
の
あ
る
方

※
事
前
申
込
不
要
。
当
日
直
接
会

場
へ
。
午
後
は
訪
問
相
談
を
行
い

ま
す
。
希
望
者
は
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

★�

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ

ー
聴
覚
障
害
者
相
談
員
☎
０
４

８
‐
８
１
４
‐
３
3
５
３
・

０

４
８
‐
８
１
４
‐
３
３
５
５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
「
は

じ
め
て
の
読
み
聞
か
せ
」

　
集
団
に
対
し
て
の
読
み
聞
か
せ

の
基
礎
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

日�

時　
２
月
４
日
㈰　
午
後
２
時

～
３
時
30
分

会
場　
図
書
館
本
館
２
階
会
議
室

講�

師　
中
村　
順
子　
氏
（
元
学

校
司
書
）

対�

象　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
心
の
あ
る
方
、
読
み
聞

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
初
心
者

定
員　
30
名
（
当
日
先
着
順
）

※
受
講
時
の
託
児
が
必
要
な
方

は
、
１
月
12
日
㈮
か
ら
20
日
㈯
ま

で
に
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。

★
図
書
館
本
館
☎
24
‐
３
７
４
６

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

海外とのご縁も大切に
　昨年暮れの 12 月 2 日、台湾台南市にある林百貨主催
のパレードに、本庄市マスコット「はにぽん」が 4 年ぶ
りに参加しました。コロナ禍前は、このパレードに毎年
参加していた、はにぽん。沿道では大変な人気で、多く
の市民に囲まれました。
　台南市では、本庄市出身の茂木社長が洋蘭栽培の会社
を経営されています。また、台南市台日友好交流基金会
の李理事長は、以前台湾の行政院農業委員会副主任委員

（日本の農林水産副大臣に相当）として、本庄市のきゅ
うりやメロン農家を視察されました。私も平成 29 年に
市議会、経済界の皆さまとともに台南市に行き、当時の
賴清德市長を訪問しています。このようなご縁から上述
のパレードに、はにぽんが参加するようになりました。
　コロナ禍には茂木社長や李理事長の奥様が、当時品薄
だった手指消毒液を台南市から本庄市へ送ろうと企画。し
かし、市同士の関係がないことから、最終的に送付を断
念。残念でしたが、今でもありがたく思っています。昨年、
私も４年ぶりに台南市を訪問し、黃偉哲市長と今後の本
庄市と台南市との関係強化を約束しました。台南市は
本年、街の歴史がスタートして 400 年という記念の年。

海外との交流促進を打ち出しており、本庄市としても本
年、台南市との関係強化を進めたいと考えています。
　さて、昨年はトルコ共和国建国 100 周年ということ
で 10 月 30 日、駐日トルコ大使館からレセプションに
ご招待いただきました。コルクット・ギュンゲン駐日ト
ルコ共和国特命全権大使からは、東京 2020 オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会のホストタウンであった本
庄市と市民の皆さまに、「昨年２月のトルコ大地震の被
害に対したくさんの寄附金を寄せてくださりありがとう
ございました」と感謝のお言葉をいただきました。
　コロナ禍や大地震などで大使閣下もなかなか日本の地方
視察ができない状況だったようですが、本年はかねてから
の約束どおり、再び本庄市にお招きしたいと考えています。
また、今年パリで開催されるパラリンピック競技大会に、
トルコのブラインドサッカーチームが日本代表とともに参
加できることになり、まことに喜ばしい限りです。
　コロナ禍も終わり、海外ともさまざまな交流ができる
ようになりました。世界情勢が厳しいなかだからこそ、
ご縁のある国や都市と良き関係を深める事業も進めたい
と考えています。市民の皆さまのご理解とご協力をお願
い申し上げます。

 市長コラム

本庄市長

   しんげの一言メッセージ

市

市


